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午前９時２６分 開会 

○委員長（芹澤 正志） おはようございます。 

 それでは、皆さんおそろいになりましたので、定

刻よりちょっと早いですけども、ただいまから建設

経済委員会を開会いたします。 

 改めまして、このたび委員長を仰せつかりました

芹澤でございます。よろしくお願いいたします。 

 この委員会は、昨年は副委員長をさせていただい

てたんですけども、たくさんの所管の項目がござい

まして、本当に地域の経済と、また、市民の暮らし

っていうところで非常に大切な委員会だなと思っ

ております。委員の皆様の協力をいただきまして１

年間無事にやっていきたいと思いますので、何とぞ

よろしくお願いします。 

 それでは、本日の委員会ですが、新型コロナウイ

ルス感染症対策の関係で委員会室の密集をできる

だけ軽減するために、当局職員の出席を前半と後半

の２つのグループに分けて行いたいと思いますの

で、ご了承願います。 

 それでは、３番の自己紹介に入ります。 

 今回は、役員改選後初めての委員会であります。

ここで出席者の皆様に自己紹介をいただきたいと

思います。 

 まず、委員からです。 

 それでは、順番にお願いいたします。 

 じゃあ、改めまして、よろしくお願いいたします。

芹澤です。 

 では、副委員長。 

○委員（森垣 康平） 今回、副委員長を拝命しまし

た森垣と申します。よろしくお願いいたします。 

○委員（前田 敦司） おはようございます。昨年に

引き続き建設経済委員会をさせていただきます。前

田です。よろしくお願いします。 

○委員（義本みどり） 義本みどりです。よろしくお

願いします。 

○委員（村岡 峰男） おはようございます。今議会

初のこの委員会です。どうぞよろしくお願いします。 

○委員長（芹澤 正志） じゃあ、福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 福田と申します。よろしくお

願いします。 

○委員（清水  寛） 清水です。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員（前野 文孝） 前野です。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員長（芹澤 正志） それでは、次に、観光文化

部から名簿順でお願いいたします。 

○観光政策課長（宮垣  均） 私ごとですが、昨日

退院できまして、今日来させていただきました。観

光文化部観光政策課の宮垣といいます。よろしくお

願いします。 

○コウノトリ共生部長（坂本 成彦） コウノトリ共

生部、坂本です。どうぞよろしくお願いします。 

○農林水産課長（浪華  誠） おはようございます。

農林水産課長の浪華と申します。よろしくお願いし

ます。 

○農林水産課参事（村田 一紀） おはようございま

す。農林水産課参事の村田です。よろしくお願いし

ます。 

○農林水産課参事（山本 隆之） おはようございま

す。農林水産課参事の山本です。よろしくお願いし

ます。 

○農林水産課参事（福井 孝道） おはようございま

す。農林水産課参事の福井と申します。よろしくお

願いします。 

○環境経済課長（冨岡  隆） おはようございます。

環境経済課の冨岡です。よろしくお願いします。 

○コウノトリ共生課長（成田 和博） おはようござ

います。コウノトリ共生課の成田です。よろしくお

願いします。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 都市整備部長の澤田

です。よろしくお願いします。 

○建設課長（冨森 靖彦） おはようございます。建

設課長、冨森です。よろしくお願いいたします。 

○建設課参事（堀田 政司） おはようございます。

建設課参事、用地対策担当してます堀田といいます。

よろしくお願いします。 

○建設課参事（北村 省二） おはようございます。

建設課参事の北村と申します。よろしくお願いしま
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す。 

○建設課参事（村田 光弘） おはようございます。

建設課参事、村田といいます。どうぞよろしくお願

いします。 

○都市整備課長（久田  渉） 都市整備課長の久田

と申します。よろしくお願いいたします。 

○都市整備課参事（堂垣 俊裕） おはようございま

す。都市整備課参事、堂垣です。よろしくお願いし

ます。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 建築住宅課長の小川

です。よろしくお願いします。 

○建築住宅課参事（吉岡 和彦） おはようございま

す。建築住宅課、吉岡と申します。よろしくお願い

します。 

○建築住宅課参事（岡田 忠昭） おはようございま

す。建築住宅課参事の岡田です。よろしくお願いい

たします。 

○地籍調査課長（依田 隆司） おはようございます。

地籍調査課長の依田です。よろしくお願いします。 

○地籍調査課参事（上阪 善晴） 地籍調査課参事の

上阪といいます。よろしくお願いします。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） 事務局の伊藤です。

引き続きどうぞよろしくお願いします。 

○委員長（芹澤 正志） ありがとうございます。 

 なお、後半でも委員の皆さんには自己紹介してい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、１の委員会所管事項の事務概要に入り

ます。 

 まず前半に、観光文化部、コウノトリ共生部及び

都市整備部の順で部ごとに説明、質疑を行い、後半

に、各振興局、上下水道部及び農業委員会事務局と

いう形で進めたいと思います。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して発言者の名前を名のっていただい

て行っていただきますようにお願いいたします。 

 それでは、まず観光文化部の説明をお願いいたし

ます。 

 観光文化部観光政策課、宮垣課長。 

○観光政策課長（宮垣  均） おはようございます。

観光文化部観光政策課からは３つの項目について

説明させていただきます。よろしくお願いします。 

 まず、３ページ、国内誘客及び海外戦略の推進に

ついてです。インバウンドにつきましては、今年１

月から９月までの延べ宿泊者数が４万４７３人泊

と２０１９年比でマイナス１１．８％となり、いま

だコロナ前までには回復しておりません。しかしな

がら、４月から６月は１万７，０１９人泊、２０１

９年比でプラス４．１％、７月から９月の３か月で

は１万２，３３５人泊で２０１９年比プラス８．

７％と４月からはプラスに転じておりまして、コロ

ナ前を上回る方々が豊岡を訪れているような現状

です。 

 一方で、国内の旅行者数は、１月から６月までの

市内宿泊者数が３８万５，３３５人泊と２０１９年

比でマイナス２４％でありまして、豊岡市全体の観

光需要というのはまだまだ回復していないという

現状にあります。市としましては、９月から始まり

ましたふるさと納税の返礼品としての豊岡旅幸券

による国内の観光需要の回復に大きな期待をして

おるところでございます。 

 それでは、今年度事業の主なものについて説明さ

せていただきます。 

 まず１番目、観光地経営のあり方検討委員会につ

いてです。持続可能な観光地の在り方を検討するに

当たりまして、意見聴取を行うための検討委員会の

開催を予定しております。９月２８日には検討委員

会の設置規定を公布し、来週１１月２１日火曜日に

第１回目の委員会の開催を予定しております。 

 次に、２番目、玄武洞公園特別イベント事業です。

ライトアップ事業等の効果による魅力向上、閑散期

集客、それから宿泊の促進を目的として、１０月２

０日から１１月５日までライトアップ事業を行っ

ております。また、１０月２９日日曜日には特別イ

ベントを開催しております。内容については、記載
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のとおりでございます。１０月２９日のイベント当

日では１，７５０名以上の方にイベントとライトア

ップを楽しんでいただいております。 

 次、３番目です。観光地消費拡大推進業務につい

てです。首都圏等における本市の認知度向上を図り、

ふるさと納税返礼品として発行する市内旅行券へ

の寄附につなげて観光需要の喚起と納税額の増加

を目指しておる事業です。現在のところ、豊岡市内

の旅行券の利用可能店舗数は２１１でございまし

て、納税額としましては１１月１４日現在で４，４

２６万円というふうになっております。 

 続きまして、４番目の山陰海岸ジオパーク推進事

業についてです。山陰海岸ジオパークにつきまして

は、昨年１２月にイエローカードを提示されており

まして、ユネスコ世界ジオパークの再認定の審査対

応としまして次のとおり行っております。まずは地

質物品販売等に関わるタスクフォースというとこ

ろで、基本的なイエローカードをもらった原因の一

つであります地質物品販売等について集中的に考

えていくというところの会議体を開催されており

まして、これまでに２回開催されております。また、

そのアイデア、それから検討方針のアイデア出しな

どについての円卓会議というのも２回行われてお

ります。それから１０月１０日の日から１１日にか

けては、日本ジオパーク委員会による事前の確認の

現地調査が行われておりまして、調査団から様々な

ご意見をいただいておるところでございます。その

他の事業については、ご清覧いただきたいと思いま

す。 

 続きまして、７ページ、芸術文化観光専門職大学

との連携についてです。芸術文化観光専門職大学は

２０２１年に開学しまして、現在、第１期生が３回

生となりました。就職活動も始まることから、学生

の地域とのつながりをさらに促すとともに、市内企

業への就職に興味を持ってもらうために取組を行

い、本市への定着につなげてまいりたいと考えてお

ります。 

 今年度事業について説明させていただきます。 

 １番目、地域連携事業の実施ですが、現在、記載

の７つの地域連携事業を行っております。２番目、

臨地実務実習の受入れですが、年明け１月末から２

年生の地域創生実習を、現在、観光政策課、コウノ

トリ共生課、農林水産課、健康増進課の４課で受け

入れる予定としております。また、３年生のデステ

ィネーション実習をこの夏に受け入れておりまし

て、３名の学生さんに来て、様々な観光に関しての

地域課題等を解決するということで、政策立案等の

実習を行っておりました。それから３番目の卒業後

の定住、定着に向けた取組ですが、大学のキャリア

センターとの情報交換を既に何回か行っておりま

して、昨年度行った学生へのアンケートなども踏ま

えて、就職活動が始まる３年生を対象に市内企業へ

の就職などに向けた取組を進めておるところでご

ざいます。 

 次に、９ページ、豊岡演劇祭の開催支援について

です。豊岡演劇祭２０２３につきましては、この９

月１４日の木曜日から２４日の日曜日の１１日間

で開催されました。公式プログラムは、２０団体、

２８プログラム、フリンジプログラムとしてはこれ

までから最大の７３団体、７５プログラム、連携プ

ログラム１１の計１１４プログラムで行っており

ます。来場者数は２万２，０８８人（速報値）とな

っております。内訳は記載のとおりです。これまで

行ってきた演劇祭に比べて最大のプログラム数で

行いましたが、その中でも貴重な成果としましては、

まだまだたくさんではないんですが、ミーティング

スポットというような取組を通じて、アーティスト

と市民や、それから観劇に訪れた人たちとの交流と

いうのをつくるというような今年は取組をしまし

て、非常に参加者から好評いただきまして、これか

らもこういう市民との交流を重視したようなプロ

グラムをいろいろ開催していきたいというふうに

実行委員会として考えられているところでござい

ます。 

 説明は以上となります。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 村岡委員。 
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○委員（村岡 峰男） 玄武洞の例のイエローカード

の問題なんですけども、この物品販売っていうのは、

石を売っとるということでしたよね。石というんか、

そのことがやっぱし、一民間業者がやっておられる

ことなんだけども、このイエローカードを出されて

民間業者に石売るのをやめれということはなかな

か言えんですよね。どういう進捗になっとるんか言

えるか、言える範囲で。言えんことがあろうけども。 

○委員長（芹澤 正志） 宮垣課長。 

○観光政策課長（宮垣  均） 現在の進捗状況とし

ましては、協議を重ねる中で、まずはユネスコ世界

ジオパークの委員会のほうがおっしゃっておりま

す鉱物販売に関わる理念の部分を理解をしていた

だくというような形で、実際、事業者さんとの話合

いを重ねておるようなところと、理念自体は、市民

や、それからジオパーク活動に関わるガイドの方々

だとか事業者の方々にもその理念を広げていく必

要があるということで、そういった活動も併せて現

在進めておるところでございます。 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですか。 

○委員（村岡 峰男） いいですよ。 

○委員長（芹澤 正志） そのほかございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 基本的なことなんですけれど

も、教えてください。 

 演劇祭のとこの来場者数っていうのは、プログラ

ムに参加している方でカウントされるんですか、カ

ウントの仕方を教えてください。 

○委員長（芹澤 正志） 宮垣課長。 

○観光政策課長（宮垣  均） 公式プログラムとか

演目につきましては、その入場者数、いわゆる観客

数ということになりますし、例えばこの公式プログ

ラムの中にはナイトマーケットみたいなものもあ

りますので、そういったものは、そこで実際に会場

に来られた方々をカウントした数、それを全て足し

込んだものだというふうになっております。 

○委員長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 入場者数はカウントできるか

なと思うんですけど、マーケットのところはカウン

トを丁寧にされてるんですか。丁寧というか、イメ

ージが分からなくてごめんなさい、大方である程度

っていうことですね。 

○委員長（芹澤 正志） 宮垣課長。 

○観光政策課長（宮垣  均） 一応カウンターを利

用して、来てる方々をカウントしているような状況

になります。 

○委員長（芹澤 正志） どうぞ。 

○委員（義本みどり） ほかの事業でも何かちょっと

大ざっぱにカウントして大体こんなもんだなあっ

ていう、そんな感じ。分かりました、イメージ。あ

りがとうございました。 

○委員長（芹澤 正志） そのほかございませんか。 

 ないようですので、それでは次に移ります。 

 では、コウノトリ共生部の説明をお願いいたしま

す。 

 コウノトリ共生部農林水産課、浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） それでは、本年度の

事務概要の進捗状況につきまして説明をさせてい

ただきます。 

 事務概要の１１ページをご覧ください。農林水産

課からは４項目説明をさせていただきます。 

 まず、農業の振興についてです。現況と課題は省

略をさせていただきます。 

 基本方針ですが、新規就農者等の担い手の育成や

各集落での地域計画の策定を推進することにより

適切な農地の管理につなげるとともに、学校給食へ

の無農薬米の提供など有機農業の拡大に取り組ん

でいます。 

 概要及び進捗状況です。１つ目の担い手の育成で

す。（１）の豊岡農業スクールにつきましては、今

年度入校生が４名、昨年度からの継続が２名で、計

６名が研修中です。受入れ農家の下での実地研修を

中心に、座学研修も交えながら農業に必要な知識や

技術の習得に励んでおられます。 

 次の（２）の新規就農総合支援につきましては、

まずアの農業次世代人材投資資金と、次のページに

なりますが、イの経営開始資金、これは新規就農者

への給付金になりますが、それぞれ１１名と５名の
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方に交付を予定しております。ウの経営発展支援事

業、こちらは農業用機械等の導入補助金になります

が、１名に交付をしております。次のエの若手農家

支援事業、こちらは市単独の事業でございまして、

こちらも機械等の導入補助金になりますが、３名に

対して交付をしております。 

 １つ飛びまして、３つ目の有機農業の推進ですが、

スマート農業の推進としまして、コウノトリ育む農

法の圃場に水田センサー５０本と簡易型の水管理

装置を１０基設置しまして、水管理の省力化による

労働時間の削減に取り組んでいます。 

 次の有機農業産地づくり推進事業ですが、昨年度

に有機農業実施計画というものを策定しまして、今

年４月にはオーガニックビレッジ宣言を行いまし

た。この計画に基づきまして、２０２７年度には学

校給食で提供するお米の全量を無農薬米、品種はつ

きあかりですが、に転換するよう進めています。こ

の秋の収穫の結果、今年は約２２トンのお米が集ま

りました。これは市内の学校給食、約３か月分の量

に相当します。ですので、来年１月から３月の３学

期の間、学校給食に提供されることになっておりま

す。 

 次のページ、１３ページをお願いします。農業ビ

ジョンの推進です。まず基本方針ですが、２０１９

年度に策定した農業ビジョンに沿って１０年先を

見据えて豊岡の農業を守っていくため、豊岡グッド

ローカル農業の実現を目指した取組を進めていく

こととしております。概要及び進捗状況です。ビジ

ョンの施策展開について意見を交わす農業ビジョ

ン推進委員会を６月に開催をしております。委員の

メンバーの方は記載のとおりです。 

 次のページをお願いします。（４）です。第１回

豊岡グッドローカル農業大会ですが、来週２３日の

木曜日、祝日に、この前の豊岡稽古堂で開催をしま

す。当日は、農業を通じて地域をよくする取組を実

践されておられます６つの団体が事例発表を行わ

れます。 

 次に、１５ページをお願いします。農業用施設管

理及び基盤整備促進事業についてです。市が直接管

理しています広域基幹農道の維持管理と土地改良

区など農業者の皆さんの要望にお応えするための

事業を進めております。 

 概要及び進捗状況ですが、兵庫県が事業主体のも

のから説明をさせていただきます。 

 １つ目の北但地区農道橋耐震化及び長寿命化事

業ですが、この事業につきましては、６月から１０

月までの出水期を避けて１１月以降に工事を行う

ことになるため、耐震化事業、長寿命化事業、いず

れも現在の進捗率は１％となっていますが、契約も

完了し、順次工事が進められております。 

 ２番目以降の事業は、豊岡市が事業主体となりま

す。２番目の基幹農道トンネルＬＥＤ化事業です。

日高町の赤崎から養父市に抜ける進美寺トンネル

の照明施設をＬＥＤに更新する工事を進めており

まして、現在の進捗率は３０％となっております。 

 ３つ目のため池廃止事業です。こちらは、農業用

としては使用されていないため池について、貯留機

能を廃止し、豪雨時などに想定される決壊被害を防

止する工事を進めています。本年度は但東町河本の

松尾池と出石町寺坂の立熊池の工事を行っており

まして、現在の進捗状況は、松尾池が１５％で、立

熊池が３０％となっております。 

 ４つ目の内町地区圃場整備事業です。県から事業

を受託しまして市が工事を行っております。圃場整

備工事は現在３０％の進捗となっております。 

 続いて、１６ページをご覧ください。林業の振興

についてです。まず基本方針ですが、森林環境譲与

税を活用しながらビジョンに掲げた４つの柱に沿

った事業を推進することとしております。 

 概要及び進捗状況です。１つ目の森林・林業ビジ

ョン推進委員会につきましては、６月以降に３回開

催をしておりまして、記載をしております委員の皆

さんからご意見等いただきながら来年度以降に実

施をする具体的な事業の内容の検討を行っており

ます。 

 次のページ、２つ目の森林環境保全対策事業補助

金につきましては、緊急度の高い危険木の伐採など

比較的小規模な森林整備を進めるものになりまし
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て、実施済みが２件と実施中のものが５件となって

おります。 

 次の３つ目の但東町坂津エリアの森林整備につ

きましては、今年度から同地域で約１０ヘクタール

の森林整備を行っておりまして、現在の進捗状況は

約５０％となっております。 

 次に、４つ目の雪害倒木緊急対策事業です。冬季

の雪害倒木による停電被害を未然に防ぐために、危

険木の事前伐採に要する経費を支援するための補

助制度を創設しまして、９月議会で１，０００万円

の予算をいただきました。記載のとおり、竹野南地

域から申請がありまして、竹野町須野谷と大森と下

村地区で実施をすることになりました。来週早々に

は現場での伐採にかかれると伺っております。 

 農林水産課からは以上となります。 

○委員長（芹澤 正志） それでは、環境経済課、冨

岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 本年度の事務概要の

進捗状況について説明をさせていただきます。 

 環境経済課からは２項目の説明となります。 

 １８ページをご覧ください。まず、経済政策の推

進でございます。現況と課題、基本方針につきまし

ては記載のとおりですので、ご清覧ください。 

 概要及び進捗状況について説明をさせていただ

きます。 

 １番の内発型産業育成の推進、（１）の豊岡市経

済ビジョンに基づく施策の検討でございます。本年

３月に豊岡市の経済ビジョンを策定いたしました。

この経済ビジョンにおきまして１０年後の本市の

あるべき社会経済の姿は、社会の変化に対するレジ

リエンスが高まっていること、共に生きる経済、す

なわち経済の共生が広がっていることとし、この姿

を実現するために、まち全体で進める４つの取組の

方向性を示しております。この経済ビジョンに基づ

いた具体的な施策を検討するため、本年度になりま

してからアとイに記載している支援団体等に訪問

してヒアリングを行っております。 

 次に、内発型産業育成の具体的な事業の進捗状況

を説明いたします。 

 本年度もビジネス相談窓口ＩＰＰＯ ＴＯＹＯ

ＯＫＡ、ステップアップ支援補助金、創業支援補助

金、継業バンクに取り組んでおります。進捗状況等

につきましては、（２）、（３）、（４）に記載の

とおりでございます。なお、（４）の継業バンクの

アにありますとおり、本年度になりまして３件の事

業承継が成立いたしました。 

 次に、１９ページをご覧ください。中小企業の経

営安定化に向けた支援でございます。例年のとおり、

中小企業の融資、それから利子補給、商工団体と連

携した経営相談を実施しております。１０月末まで

の進捗状況は記載のとおりですので、ご清覧くださ

い。 

 次に、環境経済事業の推進です。環境経済事業の

認定制度をしております。具体的には、環境をよく

しながら利潤を生む事業を認定する制度となって

おりまして、本年度は１０月末までに４事業を認定

しております。２０１２年度から実施しておる施策

でございまして、現在、累計は８１事業となってお

ります。 

 次に、４、企業誘致及び企業立地支援につきまし

て説明させていただきます。 

 現在整備を進めております県道但馬空港線沿線

の産業用地につきましては、来年度から公募を開始

する予定としています。それに先立ちまして、各地

の企業の立地意向を確認するために意向調査を実

施いたしました。概要につきましては、（１）のア

の記載のとおりでございます。 

 次に、ＩＴ企業誘致の進捗状況でございます。

（２）に記載のとおり、８月に地方進出を検討して

いるＩＴ企業とのオンラインマッチングミーティ

ングに参加してプレゼンを行いました。９月に１２

社とオンラインで商談を行い、今月の８から１１日

に市内施設視察を受け入れました。なお、（２）の

最後のところに市内視察を５社と記載しておりま

すが、急遽１社キャンセルがありましたので、４社

の受入れとなっております。記載に誤りがございま

す。申し訳ございません。 

 次に、県道但馬空港線沿線の産業用地整備事業の
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進捗状況です。本年度は排水構造物等の整備工事を

行っております。契約金額、工期等につきましては

（３）に記載のとおりです。これをもちまして用地

造成工事は完了となります。残りは上水道の県道へ

の配管と減圧施設の整備となります。いずれも来年

度事業を予定しておりますが、県道への上水管配管

工事は県道整備と進捗を合わせる必要があること

から、来年４月から着工したいと考えております。

つきましては、１２月補正で債務負担行為の設定を

お願いしたいと考えておりますので、その際にはご

審議をよろしくお願いいたします。 

 次に、２項目めの商工振興の推進を説明させてい

ただきます。 

 ２０ページをご覧ください。こちらも概要及び進

捗状況から説明をさせていただきます。 

 １番の中心市街地の活性化です。豊岡駅通りの商

店街、宵田商店街が行われます活性化の取組への支

援、それから、まちなか交流館１９２５による活性

化の推進などに取り組んでおります。具体な進捗状

況につきましては、記載のとおりでございます。 

 次に、２、特産業の振興です。鞄産業の振興を図

るために、豊岡鞄のブランドＰＲ事業の支援を行っ

ております。 

 次に、（２）の豊岡鞄とふるさと納税のシナジー

プロジェクトですが、これはふるさと納税の一部を

豊岡鞄の認知度向上に投資し、その売上げを伸ばす

とともに、ふるさと納税のさらなる増加につなげる、

そういう好循環を目指していくことを目的に昨年

度から兵庫県鞄工業組合と一緒に取り組んでおり

ます。具体的には、豊岡鞄のブランディングを行っ

た上で、ＰＲの強化、ＥＣ販売の強化など豊岡鞄の

認知度の向上のための施策を行っております。現在

２年目ということでございますが、事業計画として

は３年で取り組みたいと考えております。予算の都

合もございますけども、そのようなとこで考えてる

とこでございます。 

 次に、２１ページです。３番目のふるさと納税に

よります市内経済の活性化です。昨年度は過去最高

の約１２億３，４００万円の寄附をいただきました。

本年度もさらに多くの応援をいただけるように取

り組んでおります。アに記載しておりますとおり、

本年度は新たに３つのサイトを導入し、合計１２サ

イトで運営をしています。イの返礼品につきまして

も、豊岡鞄の新商品などを中心に拡充しております。

また、本年９月には新たに発行した豊岡旅幸券で応

援いただける方を増やしたいなと思っております。

納税額につきましては、先ほど観光政策課長が申し

上げたとおりでございます。 

 ウにあります１０月末現在の本年度の寄附金額

ですけども、前年同期比で７５％増の約５億７，７

００万円となっております。これは本年１０月１日

から制度改正によりまして、寄附金の募集事務に係

る対象経費の拡大ですとか返礼品基準の厳格化な

どが行われることによって、結果として多くの返礼

品が値上げの状況になると多くのメディアに取り

上げられましたので、９月に駆け込み需要があった

ためと考えております。ちなみに、その反動のため、

１０月単月の寄附額は前年同月比の約７割にとど

まっております。今後も対前年度の同月比はちょっ

と厳しいことが予想されますが、例年１１月、１２

月がピークということになりますので、引き続きＰ

Ｒのほうに頑張っていきたいと考えております。 

 次に、４、ものづくり支援です。例年どおり（１）

のものづくり支援センターによる技術相談、（２）

の工業会への支援、（３）の工業団地の管理運営な

どを行っております。進捗状況は記載のとおりです

が、（３）のアにありますように、工業団地内の環

境整備として、森林環境譲与税を活用して森林の整

備を行うということで、１１月より実施したいと考

えております。 

 環境経済課の説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 続いて、コウノトリ共生課。 

 どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（成田 和博） それでは、コ

ウノトリ共生課の本年度重点項目３点をご説明申

し上げます。 

 資料２２ページをお開きください。コウノトリ野

生復帰の推進についてご説明いたします。 
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 昨年、野外のコウノトリは３００羽を超えまして、

本年の繁殖巣立ちにより公式の数値は３８３羽が

今野外で暮らしております。繁殖地を中心にコウノ

トリとの共生を目指す関係自治体も増えてきてい

まして、コウノトリをシンボルとした豊岡の取組は

単に自然再生というだけではなく、自然の持った多

様な機能を防災や減災に生かせるということ、また、

地域振興の分野にも生かせる、そして持続可能性と

いう面でも注目を集めているところです。しかし、

シンボルとなるコウノトリの増加によりまして、人

工物等でけがをして救護されるという事例も増え

ており、まだまだ全ての命が共存共生できる環境が

整っている状況ではないというふうに考えており

ます。そのような中で、生息環境の保全や新たな環

境の創出、次の世代につないでいくための次世代育

成、普及啓発等を進め、自然との共生の在り方、暮

らし方を改めて考える必要があるというふうに考

えております。 

 ２３ページをご覧ください。進捗状況です。具体

的な事業としましては、２の（４）国内外の関係団

体等との連携、交流です。９月に市長が韓国礼山郡

からの要請により同地を訪問し、当郡と締結してい

ますコウノトリ野生復帰に関する友好交流合意書

を更新し、放鳥式典にも参加してきたところです。 

 次に、３の（２）の自然共生サイト認定の取組推

進です。生物多様性保全の推進を図ることとして、

昨年度改定しました生物多様性地域戦略を推進し

ていく取組の一つとして、自然共生サイト認定に向

けた取組を行うこととしていました。自然共生サイ

トについては、項目に記載のとおり、市内２か所で

申請し、１０月２５日に認定を受けました。 

 次は、環境政策の総合調整です。２５ページをご

覧ください。毎年、環境基本計画に基づいた環境報

告書を作成していますが、これについては例年どお

り成果に係る調査を行い、環境審議会委員の皆様に

客観的に評価いただき、取りまとめを行っています。

本年度は、環境報告書に係る審議会を１回、地球温

暖化対策実行計画区域施策編改定に係ります審議

会を１回、計２回を開催しております。１１月と１

２月に３回目、４回目を開催予定としています。 

 次は、脱炭素の推進です。２７ページをご覧くだ

さい。本市では、２０２１年３月定例会の市長総括

説明におきまして、２０５０年までに二酸化炭素排

出実質ゼロを宣言し、一昨年春に生活環境課内に地

球温暖化対策室を設置し、推進体制を整えましたが、

本年度からは名称を脱炭素推進室としてコウノト

リ共生課内に組織を移し、業務を行っております。

脱炭素社会の実現に向けては、まずは職員一人一人

が脱炭素化を自分事として考え、市の率先行動を進

めることとし、庁内に脱炭素推進本部を設置し、全

庁的かつ横断的な取組を進めています。本年度は、

進捗状況の１にありますように、地球温暖化対策実

行計画区域施策編の改定を行うこととしています。

２０１６年に策定した本計画を２０５０年までに

二酸化炭素排出実質ゼロの実現を目指すこととす

る計画内容に改定しようとするもので、先ほどもご

説明いたしましたが、環境審議会において改定に係

る審議を１回済ませており、年内にもう一回審議い

ただき、パブリックコメントを得て年度内の改定を

予定しています。 

 ２８ページの進捗状況の７をご覧ください。４月

の事務概要説明時には項目としてなかった項目で

す。予算については専決で対応いただきました省エ

ネ家電買換え支援です。エアコン、冷蔵庫、テレビ、

ＬＥＤ照明器具を省エネ効率の高いものに買換え

を行う際に、購入金額などの３分の１、上限５万円

を補助するものです。１１月１日現在の状況ですが、

申請件数４，６７２件、補助申請額は１億９，１３

０万円となっています。１１月末までの購入に対し

て１２月２８日まで申請を受け付けることとして

いますが、予算額に到達次第、終了することとして

います。市民の方々には、この事業の実施を契機に、

省エネへの理解、意識が若干とはいえ深まり、脱炭

素への一助となったと考えております。 

 その他の事業の進捗等につきましては、事務概要

にてご清覧、ご確認ください。 

 コウノトリ共生部の説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 
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 質問等はございませんでしょうか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） １点お聞かせください。 

 企業立地意向調査をされたということで、１，０

００件調査されたということなんですけども、その

感触というか、内容的にはどんな感じだったのかと

いうことが分かれば教えてもらいたいと思います。 

○委員長（芹澤 正志） どうぞ。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 全国各地の企業１，

０００社にアンケートを行いまして、回収率が２６

９社、２６．９％ということで回答がございました。

その中で、現在、企業の移転を考えられてるとか拡

充を考えられてるところの割合で、それが過去３年

ぐらいなところっていうところの率が……。すみま

せん、ちょっとお待ちください。 

 申し訳ございません、訂正いたします。回収率は

２６９社でございますが、そのうち新設、移転、拡

充の計画があるとされたとこは大体１割というこ

とになりました。豊岡が候補地となるかどうかとい

う質問に対しては、４社から可能性はあるというこ

とで、数字としては低い数字となっております。加

えまして、その４社は豊岡市に商圏があるところと

いうことで、比較的近隣の都市からのことでござい

ましたので、実際公募に当たりましては、もう少し

広いエリアですとかいろんな媒介を通じて、こうい

う土地があるよということを改めて周知しないと

いけないかなと、アンケート結果からはちょっとそ

ういうことが読み取れました。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） １，０００社にかけての２６

９社から回答があった。その回答があったところの

中でも結局１割ぐらいが意向があったということ

ではあるんですけども、その後、その意向があった

方とか、ちょっと回答があったけども、詳しく状況

を聞くとか、その後のアプローチっていうのはどの

ようにされてますか。 

○委員長（芹澤 正志） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） そちらのほうのアプ

ローチは今後考えていこうと思っておりまして、た

だ、インセンティブといいますか、誘致に当たって

の条件につきましては、また内部のほうで協議をし

て決めていかないといけませんのでということと、

それから価格帯のほうの決める時期というところ

もありますので、そういったところを確定してから

どういった形かは案内をさせてもらおうとは思っ

ております。今回のアンケートでも案内していいで

すかということを問うてますので、オーケーとか分

からないというところには全社送ろうと思ってお

ります。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） どうぞ。 

○委員（清水  寛） 実際非常に大きな金額が動く

取組でもあると思いますので、その辺でフォローア

ップとか対応というのはしっかりとしていただき

たいと思います。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） そのほかございませんか。 

 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 農林水産関連でちょっと確認

させてください。 

 無農薬米の関連です。需要が拡大しているという

ところはあるんですけども、実際のとこ売価に関し

て価格が上がっているかどうかとかっていうのは

把握されてますでしょうか。 

○委員長（芹澤 正志） はい。 

○農林水産課参事（山本 隆之） 売価といいますか、

ＪＡさんの買取り価格っていうところになると思

うんですけど、具体的な金額についてはちょっと差

し控えさせていただきたいんですが、令和５年産に

ついては令和４年産に対して少し価格の上昇が、本

当数百円ではありましたけども、ございました。全

体的な恐らく価格動向といいますか、いろいろと原

料価格の高騰とかも踏まえて、全体的に本当僅かで

はございますけども、価格上昇がありましたので、

その傾向に倣って上がったようなことかなという

ふうに推察しております。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（芹澤 正志） 村岡委員。 
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○委員（村岡 峰男） 農林水産の関係で、林業の関

係のところで森林環境保全対策事業の中に危険木

の伐採というのがありますね。この危険木っていう

のは、危険っていうのはどういう度合いの危険なん

ですか。 

○委員長（芹澤 正志） どうぞ。 

○農林水産課参事（福井 孝道） 危険木といいます

のは、例えば人家ですとか、あと、いわゆる建物、

人が出入りする建物に、その建物に木が倒れる可能

性があると、建物とかに被害が及ぼすおそれがある

木というふうにしております。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 非常にいいことだと思うんで

す。以前これはしてもらえなかったんでね。もう木

の持ち主に切れ切ればっかしで、行政で危険木だか

らといって行政の側が切るなんていうことは。これ

は行政の側が切ったんですね。木の持ち主で切った

んじゃないんでしょ。 

○委員長（芹澤 正志） どうぞ。 

○農林水産課参事（福井 孝道） 地元のほうから危

険木の伐採ということで申請をいただいて、それに

係る経費について補助をさせていただいてるとい

う状況ですので、実際に伐採をしていただくのは地

元というか、林業事業体のほうに依頼をされて伐採

をしていただいてるというような状況です。 

○委員長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 事業体が、森林組合であった

り事業者が切るんでしょうけども、お金は誰が見る

って。 

○委員長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） お金は、これ補助率

が３分の２の制度でございまして、事業主体は区に

なります。市のほうが３分の２を支援させていただ

いて、残りの３分の１は区のほうでご負担いただい

て実施していただくという形を取っております。以

上です。 

○委員長（芹澤 正志） 村岡委員、よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） 分かりました。じゃあ、３分

の１は区なり、あるいは持ち主なりが見らんなんと

いうことですね。全部見たらええのや、危険なんだ

から。それほっといたら被害が生じるわけでしょ。

いいです。 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですか。 

 ほかございませんでしょうか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 今の村岡委員の質問のついで

で、すみません。確認で、財源って森林何とか税、

そういうのから使うんでしたっけ、補助金は。 

○委員長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） そのとおり、財源は

森林環境譲与税を充当させていただいてます。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですか。 

 ほかございませんか。 

 ないようですので、続きまして、都市整備部の説

明をお願いします。 

 都市整備部建設課、冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 建設課からは２件の事務

概要についてご説明させていただきます。 

 ２９ページをお開きください。市道整備の推進で

す。市では、豊岡市道路整備計画に基づきまして、

本市域内のネットワークとなる幹線道路を中心に

道路の整備を行っております。今年度につきまして

は、５路線の道路整備を行っております。 

 概要と進捗状況です。まず１番目の市道福田宮井

線道路整備、栃江橋です。これは奈佐川に架かりま

す橋梁で、豊岡市の福田と栃江を結ぶ橋梁です。既

に新しい橋は完成しております。今年度からは現在

の古い橋の撤去工事を行うということで、今年度に

つきましては上部工、いわゆる桁の部分だけを撤去

するということで既に工事を発注をしており、着工

準備中ということで進めております。 

 ２番目の市道上野線道路整備、上野橋です。こち

らは出石町上野の出石川に架かる橋梁です。こちら

の橋梁につきましては、現在、上部工の桁架設工事

を発注済みで、桁の製作を行っております。桁につ

きましては、現在１２月に架ける予定ということで

進めております。また、左岸側の県道との取り合い
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にボックスカルバート、排水溝を設置するわけです

が、こちらについては発注準備中ということになっ

ております。 

 それから、３番目の市道風早線道路改良、こちら

は城崎町の楽々浦になりますが、新城崎大橋の関連

で工事を進めております。新城崎大橋が２０２４年

度末に供用予定ということですので、市のほうでは、

今年度を最終年度として現在風早線の道路改良工

事を施工中です。 

 続きまして、４番の市道藤井中森線道路改良、こ

れは日高町の藤井区の道路です。こちらも道路改良

事業を実施すべく、今年度は用地測量と用地買収を

進めております。既に用地測量は完了しておりまし

て、これから用地買収のほうをお願いをしていくと

いうことで進めております。 

 最後の５番目の市道上山二見線道路改良、城崎町

上山地区の道路です。こちらは今年度からの新規事

業で、今年度は測量及び詳細設計を行っております。

既に測量と調査は終了しておりまして、現在は詳細

設計を実施中というふうになっております。 

 続きまして、３０ページをお開きください。橋梁

長寿命化事業の推進です。市が管理いたします橋梁

につきましては全部で１，２４８橋あります。こち

らについては、豊岡市橋梁長寿命化修繕計画に基づ

いて計画的に修繕や架け替えを行うというふうに

進めております。 

 概要と進捗状況ですが、今年度につきましては補

修工事で施工予定は１４橋あります。既に完了して

いるものが２橋、それから施工中５橋と書いており

ますが、先日ちょっと１橋入札で業者が決まりまし

たので、施工中６橋ということで修正をさせていた

だきます。それから入札準備中が３橋、それから設

計中が３橋ということでなっております。 

 続きまして、業務委託です。こちらにつきまして

も、そこに書いてある橋梁数を行っておりまして、

五荘大橋につきましては、ＪＲにまたがっている箇

所がありますので、そちらの箇所につきましてはＪ

Ｒに委託をして補修をしていただきますので、現在

ＪＲとの協定の準備を行っておるところです。それ

からそのほかの６橋の橋につきましては、現在全て

補修設計が発注をできておりまして、設計業務中と

いうことになっております。 

 それから、一番最後ですが、道路橋の定期点検で

すが、こちらは５年に一度、法律に基づきまして点

検というのが必要ですので、今年度は１，２４８橋

のうちの１４４橋について現在定期点検を実施中

です。 

 建設課からは以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 次に、都市整備課、堂垣参

事。 

○都市整備課参事（堂垣 俊裕） 都市整備課からは、

公園施設長寿命化計画について説明させていただ

きます。 

 ３１ページをご覧ください。まず、現況と課題及

び基本方針です。豊岡市が管理する公園につきまし

ては、優先順位を定めて予算の範囲内で修繕、補修

を実施しています。都市公園につきましては、２０

１９年度に公園施設長寿命化計画を策定し、社会資

本整備総合交付金の財源などを活用して補助事業

により公園施設の更新を実施しています。 

 次に、概要及び進捗状況です。都市公園のうち、

防災安全対策を目的とした社会資本整備総合交付

金事業では、対象面積が２ヘクタール以上の公園は

４公園あり、遊具やフェンス等の公園施設が対象と

なります。また、２ヘクタール未満の公園は１３公

園あり、遊具のみが更新の対象となります。２０１

９年度から２０２３年度までの５か年を計画期間

とし、補助率は５０％です。本年度は、２０２２年

度からの繰越事業と９月に社会資本整備総合交付

金の配分増による増額補正した中央公園を含めて、

市内で６公園の８件の遊具や公園施設を更新して

います。 

 具体的な進捗状況ですが、社会資本整備総合交付

金事業の繰越工事、３１ページ、下段２件の正法寺

公園、高屋公園の遊具更新工事と、３２ページ、上

段２件の戸牧第１号公園、戸牧第２号公園の遊具更

新工事は既に工事を完了しています。３２ページ、

中段の中央公園照明施設更新工事と中央公園施設
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更新工事は現在工事中です。最後に、神武山公園遊

具更新工事と中央公園であい舗装更新工事につき

ましては、１１月中に入札を行い、来年３月には工

事を完成させる予定にしています。 

 都市整備課からの説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 続いて、建築住宅課、小川

課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 建築住宅課のほうか

らは、２件、市営住宅の管理と、それから老朽危険

空き家の関係を説明させていただきます。 

 ３３ページをご覧ください。まず現況と課題のと

こですけども、４月現在１８５棟の市営住宅を管理

をしております。耐用年数２分の１経過した市営住

宅というのが１７４棟、全体の９４．１％となって

るということで、修繕箇所が増えつつあるという状

況です。徴収の関係につきましては、住宅使用料等

の現年度分の徴収率、近年では９９％以上確保して

おりまして、２０１７年度からは１００％現年度分

の徴収を行っております。これからは滞納繰越分に

つきましても徴収を頑張っていきたいというふう

に考えております。 

 それから、基本方針のところです。公営住宅長寿

命化計画、これを２０１９年３月に改定をしており

ます。これに基づいて進めていきたいと。それで、

長期的に空き室があるような市営住宅につきまし

ては、お試し居住、学生の利用等、目的外使用によ

る活用を図っていきたい。それから住宅使用料等の

滞納につきましては、早い段階からの納付指導に努

めたい。悪質な方につきましては、支払い督促等の

措置も含めたところで滞納額の縮減を図りたいと

思っております。 

 概要と進捗状況ですけども、まず１番目、長寿命

化計画に基づく維持管理の関係です。今年度、森本

住宅、これ竹野ですけども、それと但東の久畑二ノ

宮住宅、この外壁改修工事を行っておりまして、８

月に完成をしております。 

 それから、使用料の関係、滞納対策ですけども、

滞納、１か月以上の滞納者に対して連帯保証人を含

めたところで催告をして、改善がない場合には法的

措置を行っていると。今年度については、支払い督

促２件を行っております。現年度分の徴収率１０

０％を目標としたいと考えております。 

 それから、用途廃止に向けた取組ということで、

これも長寿命化計画に基づいて進めておりますけ

ども、今２つの住宅、一本松住宅、それから但東の

出合市場住宅、この用途廃止に向けた取組を行って

おります。３か年計画で２０２１年度から進めてお

りまして、一本松住宅につきましては本年１０月に

１８戸全ての入居者の移転が完了しております。そ

れから出合市場住宅４戸のうち２戸が移転済みと

いうことで、残りの２戸についても交渉を進めてい

るところでございます。 

 それから、市営住宅の空き室活用ということで、

お試し居住を継続実施しております。次のページで

すけども、栄町住宅、ここでは２戸用意しておりま

して、２戸入居されております。上山住宅について

は７戸中３戸、草飼テラス、竹野地域ですけども、

１戸中１戸、鶴岡につきましては３戸中２戸、久畑

二ノ宮は４戸中２戸という状況です。それから大学

生の方に目的外使用として貸してる住宅について

は、栄町住宅５６戸用意しておりまして、７戸入居

中です。 

 次に、老朽危険空き家対策の推進についてという

ことで、３５ページです。２０１５年度に市内の全

区長にアンケート調査を行っております。その後も

毎年調査を行っておりますけども、２０２２年、昨

年度に改めて全区長にアンケート調査を行いまし

て、危険空き家の数を把握しております。それに基

づいて建築住宅課の職員のほうで現地調査を行っ

ております。そこに書いておりますように、特定空

家の数が４戸、それから早急な対応が必要と思われ

る空き家が２２戸、このまま放置すれば将来危険な

空き家となるおそれのある空き家というのが７６

戸、管理されているものや周辺の影響がないその他

の空き家が１８２戸ということで、合計２８４戸の

空き家を確認しております。周辺に影響を及ぼすよ

うな空き家につきましては、所有者の方に理解を求

めていきたいというふうに考えております。 
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 基本方針としては、豊岡市空家等対策計画、これ

を２０２２年度、昨年度改定をしておりますので、

これに基づいて進めていきたいと。 

 それから、概要、進捗状況のとこですけども、空

家等対策協議会、これを毎年実施しております。今

年度については７月に１回目を実施いたしまして、

２回目を２月に実施する予定にしております。協議

内容としては、空き家対策計画の作成及び変更、そ

れから特定空家に該当するか否かの判断、それから

特定空家等に対する措置、そういったことを協議を

しております。 

 ２番目に、老朽危険空き家支援事業補助ですけど

も、これは空き家特措法、これに基づいて助言、指

導を行った、あるいは勧告を受けた特定空家に該当

する住宅について補助を行っております。補助率３

分の２で上限が１３３万２，０００円ということで、

今年度３件予算化をしておりまして、今２件補助交

付決定を行っておりまして、取り交わしに向かう予

定にしております。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 続いて、地籍調査課、依田

課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 地籍調査事業の推進

について説明いたします。 

 ３６ページをご覧ください。地籍調査は、国土調

査法に基づきまして、１筆ごとの土地の所有者、地

番、地目を調査し、筆界を確認し、面積の測量を行

い、成果として、地籍図及び地籍簿を作成します。

その成果は、土地権利者等の閲覧後、国や県の認証

を受けた後に法務局へ送付し、既存の登記簿、地図

が修正されます。 

 現況と課題としましては、現在は国が重点的に推

進します防災・減災対策に資する土砂災害等の危険

箇所や公共事業連携が図れる区域を中心に調査を

推進しています。特に公共事業連携では、先行地域

調査事業により山陰近畿自動車道の豊岡北から竹

野間におきましては、昨年度に計画区域の現地立会

い調査が完了しましたため、土地所有者に成果の閲

覧をしていただき、国の認証を経た後、法務局送付

に向けての準備を行います。 

 また、豊岡北から城崎間におきましても、昨年度

に引き続き滝及び城崎町上山の一部地域の現地立

会い調査を実施するとともに、城崎町飯谷の一部地

域におきましても現地立会い調査を実施しておる

ところでございます。これらに加え、今まで北近畿

豊岡自動車道関連で調査してきました区域に隣接

する箇所など平野部の調査を進めていく方向です

が、国が調査重点箇所とします災害対策に資する区

域との合致が難しくなってきておりまして、調査の

進め方が課題となってきております。 

 なお、登記箇所を完了しました区域につきまして

は、地籍調査事務支援システムを活用しまして地籍

調査の成果管理と一筆図証明などの発行を行って

います。 

 基本方針としましては、地元住民や地権者の調査

に対する理解と協力を得るため、現地立会い調査の

開始までに地元説明会や地権者説明会を開催しま

して、各地区ごとに推進委員会を組織していただき、

円滑な調査事業の推進に努めます。また、筆界確認

等に関しましては、豊富な知見を有し、現地調査能

力の高い土地家屋調査士に業務委託を行うことで、

より精度の高い調査への取組を進めます。 

 概要及び進捗状況ですが、地籍調査は、１つの区

域を通常３年で完了させます。１番の進捗率ですが、

今年度末で１４％となる見込みでございます。 

 ２番の調査図素図作成、図根三角測量ですが、こ

れは主に現地立会い調査前の準備で１年目の工程

です。全区域作業中です。 

 ３番の現地立会い調査、詳細測量ですが、これは

２年目の工程です。筆界確認の現地立会いは全区域

終了し、現在は測量を実施しているところでござい

ます。 

 ４番の地籍簿案・地籍図案作成、閲覧ですが、こ

れは３年目の工程です。全区域、地籍簿・地籍図案

は作成済みで、１０月に２０日間の閲覧を終了し、

国や県への認証請求に向け申請書類を現在作成中

でございます。 

 ５番の地籍調査の成果管理ですが、地籍調査事務

支援システムによりまして調査完了しました箇所



 14

を順次登録し、管理しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） 今の地籍調査の関係で１点だ

けお聞かせください。 

 本来１００％を目指して粛々と進んでいくもん

だというふうに私は認識してるんですけども、先ほ

どの説明の中で、国の重点箇所の区域との合致が難

しくて調査の進め方が課題になってるっていうこ

とだったんですが、ちょっとその辺が具体的にどう

課題なのかっていうのを教えていただきたいと思

います。 

○委員長（芹澤 正志） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 地籍調査は全国で行

っておりまして、やはり補助金も限られてる中で１

００％を目指して地籍調査していく必要があるん

ですけども、その効果が著しいところっていいます

とこは、今、豊岡市が進めています公共事業連携、

高速道路に伴って先行して地籍調査するところ、ま

たは災害の危険の著しいところ、そこをいち早く地

籍調査して、もし災害が起こったとしても、境界も

座標完了しますので、いち早く復旧ができるという

見込みの高いところを中心に国のほうも予算の優

先的な配分を進めているというところでございま

す。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 清水寛委員。 

○委員（清水  寛） そうしましたら、予算がより

出やすいところを重点的にやってるというところ

で、今はその目立つところがだんだん減ってきたか

ら、予算配分がなかなか難しくなってきてるから課

題ということですね。 

○地籍調査課長（依田 隆司） はい。 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですか。 

 ほかございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 市営住宅のところで、学生さ

んに貸しておられるというところなんですが、これ

家賃とかは設定とかはどういうふうになってるか、

教えてください。 

○委員長（芹澤 正志） どうぞ。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） この学生が入居する

ための家賃につきましては、ランクが入居する際に

はいろいろとあるんですけども、そこの最低ランク

のところに位置づけをしております。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 最低ランクというのは安くと

いう意味で。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） そのとおりです。 

○委員（義本みどり） 分かりました。 

 それと、もう１点なんですけど、以前、いろんな

修理、包括管理、何かそういう話が出たときに、市

営住宅はそれよりも外部委託か何かにどうたらこ

うたらみたいなお話がちらっとあったと思うんで

すけど、その後、何かもしありましたら教えてくだ

さい。 

○委員長（芹澤 正志） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 包括管理の話が出て

きたときに、市営住宅につきましては、指定管理と

いう形がいいだろうということで、そちらの検討を

昨年度を含めて進めておりました。そこの調査、サ

ウンディング調査を昨年度実施をいたしたりとい

うようなことで、どういう方向で進めていくのかと

いうところを今現在そこら辺を検討してる段階で

ございます。具体的に進むということにまだ至って

おりませんけども、豊岡市の管理してる住宅の数っ

ていうのがそこまで多くないと。指定管理を進めて

るところというのは比較的大きなところが多いの

で、そこら辺のところのなじむのかどうかっていう

とこら辺をまだ見極めてる段階というところです。 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 建築住宅ばっかし質問して申

し訳ないんですが、家賃の関係、９９％っていうの

は非常に立派な数字だと思うんですが、私、公営住
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宅という市営住宅のもともとの法の精神からいく

と、１００％がいいんですよ、いいんですが、生活

困窮者の皆さんも中には入居したり、あるいは年金

もらって年金月には払えるけども、年金のもらえん

月は家賃もえらいわっていうのもあると思うんで

すね。ところが、去年までは１００％、すばらしい

数字なんですが、たまったらえらいから、だからた

まらんほうがいいんですよ。いいんですけども、ど

うも公営住宅というこのもともとの精神からいっ

て、出来過ぎなんで、あまりにも１００％、９９％

というのは立派過ぎて逆に心配になるんですが、そ

んなことはないんですか。 

○委員長（芹澤 正志） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） そこのところをご心

配なのはよく分かります。私どももそこのところは

気をつけていかないといけないなというふうに思

っておりまして、ただ、公平性ということがありま

すので、やっぱり払うべきものは払っていただきた

いということがまずあります。そうした上で、支払

いがなかなか難しいという方には、一方的に支払え

ということだけではなく、納付相談に応じたり、少

し支払う期間を延ばしたりというようなこともし

ながら対応してきております。ただ、法的措置って

いうことがちょっときついようなイメージを与え

るんですけども、やっぱりこうしないといけないと

いうような方がどうしてもおられて、そういう方っ

ていうのは、やっぱりうっかり忘れたじゃなくてあ

んまり払う気がないというような方が多いので、こ

ういうことをすることで支払う習慣づけをしてい

きたいなというふうに思ってます。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 入居者に対して、それこそ教

育的観点も含めて家賃をもらうというふうに聞こ

えるんですけども、やっぱりそれも必要だと思うん

です。ですけども、入居者の方の多くはいわゆる生

活困窮者も多いわけで、その辺では支払いの相談っ

ていうんか、対応というか、その辺をしっかりやっ

てほしいなと。私も、以前には裁判で退去させると

かいうようなこともあったんで、そんなことがええ

わけじゃないんで、家賃が滞納にならんのが一番い

いんですよ。いいんですけども、その辺、柔軟に優

しく、優しい行政であってほしいなという注文です。 

○委員長（芹澤 正志） よろしいでしょうか。 

 ちょっとすみません、住宅ばっかりで申し訳ない

んですけども、お試し居住の期間が終了して引き続

きっていう場合の移行がちゃんとスムーズにいっ

てるんでしょうか。 

 どうぞ、課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 一応これ入居の手続

みたいなものは、こちら建築住宅課で所管してるん

ですけども、具体的に入居のお願いをしたりとか募

集をしたりっていうのは地域づくり課のほうで所

管をしておりまして、一応２年間という居住期間が

あるわけですけども、その後どういうふうにされて

るのか、ちょっとそこら辺は十分承知をしてないと

ころです。 

○委員長（芹澤 正志） その辺が、何かせっかくな

んで、やっぱりそういう希望される方は、そのまま

なり隣の部屋なりに、どうなるか知らないですけど

も、ちょっとその辺がちゃんと連携していただいて

スムーズな対応になるようにお願いしておきたい

と思います。よろしいです。 

 ほかございませんでしょうか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 建築住宅課にすみません。先

ほどの村岡委員のところなんですけれども、多分私

の記憶では、前の仕事のときに同じ相談者の方に関

わらせていただいたことがあって、すごく丁寧な相

談をされとって、払えない背景に別の問題があった

場合、そちらのほうの例えば病気があったりとかい

う場合は、ほかの部署につなげたりとか、そういう

こともされてたように記憶しておりますが、多分そ

れをされてるからこそこの数字があるんだと理解

しておりますが、その理解でよろしいでしょうか。 

○委員長（芹澤 正志） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） その理解でお願いし

たいと思います。 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですか。 
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○委員（義本みどり） はい。 

○委員長（芹澤 正志） そのほかございませんか。 

 それでは、ないようですので、この際、当局の皆

さんから特にご発言はございませんでしょうか。 

 ないようでしたら、当局の皆さんは退席していた

だいて結構です。お疲れさまでした。 

 暫時休憩します。再開は１０時５５分。 

午前１０時４４分 休憩 

──────────────────── 

午前１０時５０分 再開 

○委員長（芹澤 正志） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開いたします。 

 それでは、後半の部署に入ります。 

 では、３番の自己紹介に入ります。 

 今回は、役員改選後、初めての委員会であります。 

 ここで、出席者の皆さんに自己紹介をいただきた

いと思います。 

 まず、委員からです。 

 まず、私、このたび当委員会の委員長を拝命いた

しました芹澤でございます。よろしくお願いいたし

ます。去年の副委員長からの引き続きということで、

たくさんの所管する項目がございまして、みんな地

域の経済や住民の方々の生活に直結するような大

変重要な事柄ばかりですので、一生懸命１年間頑張

りたいと思いますので、当局の皆様、よろしくお願

いいたします。 

 それでは、副委員長、お願いします。 

○委員（森垣 康平） 副委員長を拝命しました森垣

です。１年間よろしくお願いいたします。 

○委員（前田 敦司） 昨年度に続き今年もお世話に

なります。前田です。よろしくお願いします。 

○委員（義本みどり） 義本みどりです。初めてです

ので、よろしくお願いします。 

○委員（村岡 峰男） 村岡です。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員（福田 嗣久） 福田です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（清水  寛） 清水です。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員（前野 文孝） 前野です。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員長（芹澤 正志） それでは、次に、各振興局

から名簿順でお願いします。 

○城崎振興局長（植田 教夫） おはようございます。

城崎振興局長の植田です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 城崎地

域振興課参事の橋本です。よろしくお願いいたしま

す。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 城崎温泉課長の山田

でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○竹野振興局長（石田 敦史） 竹野振興局長の石田

でございます。よろしくお願いします。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） 竹野振

興局地域振興課参事の小林です。よろしくお願いし

ます。 

○日高振興局長（柳沢 和男） 日高振興局長の柳沢

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 失礼い

たします。日高振興局地域振興課参事の吉田と申し

ます。よろしくお願いします。 

○日高振興局地域振興課参事（上野 和則） 同じく

日高振興局の地域振興課参事、上野と申します。ど

うぞよろしくお願いします。 

○出石振興局長（宮﨑 雅巳） 出石振興局長の宮﨑

です。よろしくお願いします。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 出石振

興局地域振興課参事の川﨑です。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○但東振興局長（大岸 和義） 但東振興局局長の大

岸です。どうぞよろしくお願いします。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 但東振

興局地域振興課参事の小川です。よろしくお願いい

たします。 

○上下水道部長（川端 啓介） 上下水道部長の川端

です。よろしくお願いいたします。 

○水道課長（谷垣 康広） 水道課長の谷垣です。よ

ろしくお願いします。 
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○水道課参事（大谷 賢司） 水道課参事の大谷でご

ざいます。よろしくお願いします。 

○下水道課長（榎本 啓一） 下水道課長の榎本です。

よろしくお願いします。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 農業委員会事

務局長の安藤でございます。よろしくお願いします。 

○委員長（芹澤 正志） 最後に事務局、お願いしま

す。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） 引き続き担当とな

りました伊藤です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（芹澤 正志） ありがとうございました。 

 それでは、（１）の委員会所管事項の事務概要に

入ります。 

 進め方としましては、まず各振興局から説明して

いただいた後、振興局一括して質疑を行います。そ

の後、上下水道部及び農業委員会事務局の順に部、

局ごとに説明、質疑を行いたいと思います。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いしたいと思います。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して発言者名を名のってから行ってい

ただきますようお願いいたします。 

 それでは、まず、各振興局の説明を城崎振興局か

ら順にお願いします。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） それで

は、事務概要３７ページをご覧ください。城崎振興

局の取組をご説明申し上げます。 

 まず、現状と課題としましては、城崎地域では繁

忙期と閑散期の観光客の入り込み数の差の縮小、ま

た、城崎温泉街の景観を構成します重要な要素であ

ります街路樹、これが年数かなりたってますので、

樹勢の衰退、そして城崎の伝統工芸の麦わら細工の

後継者の創出、育成などが問題となっております。 

 その対策としまして、振興局プロジェクト事業１

つ目、城崎温泉夢花火事業ですが、夏の風物詩とし

て定着しています城崎温泉夢花火事業による夏季、

夏休みの平日の観光客の増加の取組を引き続き支

援しています。今年ですが、７月２８日から８月２

５日の間、平日の１６日間で花火の打ち上げを行っ

ていただきました。 

 ２つ目に、街路樹整備事業ですが、老木化等によ

って樹勢が衰退した大谿川沿いの柳、桜並木を剪定、

植え替え等を行って樹木の健全な育成を図っとり

ます。１１月１日現在では契約の手続を行っとりま

して、この後、整備の事業を実際に行っていただく

ような予定をしております。 

 ３つ目に、麦わら細工振興事業ですが、市内の小

学校の児童を対象に、麦わら細工の歴史や魅力につ

いての学習会と実際の製作体験を行ってもらって

います。今年は６校７クラスから申込みがございま

した。これまで２校３クラスで実施を終えておりま

す。 

 ４つ目に、若者会議事業ですが、地域づくりに対

する若者世代の意見、提言を聞く機会を設けるとい

うことで、今年は６月、７月、１０月にミーティン

グを開催というのと、あと９月に若者会議意見交流

会というのを行っております。５名参加いただきま

した。 

 そして次のページになりますが、城崎における公

共施設の在り方検討事業としまして、住民等と城崎

における公共施設の在り方を総合的に検討すると

いうことで、この検討会ですが、報告会を含めて合

計４回開催して予定を終了しております。現在は、

検討結果を基にして市としての方向性を整理して

るという状態です。 

 ご説明は以上となります。 

○委員長（芹澤 正志） 続いて、竹野振興局地域振

興課、小林参事。どうぞ。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） 竹野振

興局の取組について説明いたします。 

 ３９ページのほうをご覧ください。竹野地域では、

人口減少の緩和と地域振興を図るため、本年度も振

興局プロジェクト事業に取り組んでおります。 

 それでは、主な事業について概要と進捗状況を説

明いたします。 
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 まず、振興局プロジェクト事業の１つ目、竹野焼

杉板景観保全事業は、竹野駅から竹野浜間を対象地

域として家屋の外壁に焼き杉板を使用した場合、材

料費の一部を補助する事業で、４月から受付を開始

し、現在１件の申請を受け、既に完了しております。

交付決定額は３万７，０００円で、今年度はまだ１

件のみであるため、１０月に２回対象の区へ再度事

業周知を行っております。 

 ２つ目の若者会議の開催は、竹野地域に居住する

若者を中心に、将来、竹野のあるべき姿の実現に向

け議論を行う場として昨年度に引き続き開催して

おります。昨年度の会議により３つのテーマに絞ら

れたため、今年度は３つの班に分かれて７月から延

べ６回の会議を開催しております。内容としては、

Ａ班が、移住者や中高生向けに竹野人のお仕事図鑑

を作ろう、Ｂ班が、子育ての充実のために竹野に公

園を造ろう、Ｃ班が、竹野に人が帰ってくるための

これからの空き家対策です。現在、提案された事業

について議論を重ねており、２０２４年度当初予算

に必要に応じた予算要求を行う予定で、次年度以降、

逐次政策実現に向け鋭意準備を進めているところ

です。 

 次に、竹野北前館施設管理です。事業内容として

は、漏水修繕工事の設計業務として、まず漏水調査

業務がほぼ完了しており、今後は、調査結果を基に

修繕工事を年内に発注し、年度内に完了していく予

定としております。 

 説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 続いて、日高振興局地域振

興課、吉田参事。どうぞ。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） よろし

くお願いします。 

 ４２ページをご覧ください。日高振興局の取組の

進捗状況について説明します。 

 まず、日高振興局プロジェクト事業の１つ目、日

高地域づくり運営事業です。この取組は、振興局ご

とに取り組んでいる若者会議という位置づけの日

高振興局版のオリジナル事業です。今年度は、江原

駅周辺のにぎわいづくりをテーマに取り組んでい

るところです。日高高校の生徒へのウェブアンケー

ト結果や駅前に住んでいる専門職大学の学生等の

意見を踏まえ、江原駅周辺のにぎわいづくりにつな

がる取組を今後展開したいと考えています。 

 ２つ目の日高地域の先輩に学ぶ授業です。日高東

中学校１年生対象の授業は１０月１２日に実施し、

２年生対象の授業は１２月１２日に開催する予定

です。また、日高西中学校の授業は１２月に開催を

予定しております。 

 次に、観光事業の１つ目、道の駅「神鍋高原」整

備事業です。現在、運営者である日高振興公社の運

営計画を踏まえ、改修整備の内容をまとめていると

ころです。今後は、その内容に基づいて、来年度、

２０２４年度から設計、改修工事を実施し、２０２

５年度のリニューアルオープンを目指して整備す

る予定です。 

 ２つ目の日高夏まつり事業です。７月２３日に日

高夏まつりが開催され、実行委員会に１００万円補

助支援しました。コロナ前の規模に戻した祭りが４

年ぶりに開催され、地元の子供たちをはじめ多くの

人が楽しまれました。 

 最後に、植村直己顕彰事業です。６月３日、日高

文化体育館で２０２２冒険賞を受賞された野村良

太さんの受賞式と記念講演会を開催しました。当日

は会場に６００名の方が参加されたほか、オンライ

ンによる同時配信を行い、１３０名の方に視聴して

いただきました。 

 また、１０月３日に府中小学校３年生を対象に、

植村直己さんのことを学ぶ出前講座を行いました。

指定管理施設の植村直己冒険館では、９月末までに

２万６，０５８人の来館者があり、昨年度比較でほ

ぼ同じ状況となっています。宿泊体験ができるどん

ぐりステイは１，５６６人が利用され、昨年度との

比較で５割増しの状況となっています。１０月２１

日と２２日に開催されましたチャレンジ応援祭に

は、市内外からの子供連れのファミリーら約８００

人が参加され、ツリーイングやクライミングなどの

体験プログラムに子供さんらが参加され、挑戦する

ことの面白さ、大切さを感じていただきました。 
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 説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 続いて、出石振興局地域振

興課、川﨑参事。どうぞ。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） ４３ペ

ージの出石振興局の取組について、出石振興局プロ

ジェクト事業の概要の進捗状況について説明させ

ていただきます。 

 城下町出石として、町並みの風情を生かした魅力

のあるまちづくりを推進し、観光客数の回復と観光

客の滞在時間の延長を目指すこととしています。 

 １つ目の出石お城まつり事業の補助金につきま

しては、１１月３日、第５１回の出石お城まつりが

開催されました。４年ぶりに露天商、小・中学生の

音楽隊パレードが行われ、例年の子供大名行列、大

人大名行列、槍振りとともに、完全な形でコロナ前

と同様な形に戻りました。加えて、芸術文化観光専

門職大学と連携して、同大学のサークル等３組のス

テージの出演があり、大いに盛り上がりました。当

日は好天に恵まれ、昨年を上回る約２万８，０００

人の来場でにぎわいました。今後は、主催者である

実行委員会から実績報告を受け、精算を行います。 

 ２つ目の出石まちづくり推進事業ですが、アの４

者会議につきましては、これまで４月、７月、８月、

１０月と４回の会議を開催し、出石地域のまちづく

りに関する情報共有を行いました。特に１０月につ

きましてからは、振興局の経営方針に掲げておりま

す出石焼の振興についても意見交換のほうを行っ

ております。イの若者会議につきましては、昨年度

行った若者会議で意見の多かった若者、子供の交流

できる広場や公園確保の課題につきまして、具体的

な対応を検討すべく子育て世代からの意見の聴取

を８月に２回行いました。 

 続きまして、ウの出石歴史史料館利活用事業につ

きましては、専門職大学との連携事業としまして利

活用推進方策の提案を委託しています。これまでに、

過去の観光関係調査担当大学院との意見交換、本事

業担当教員及び学生による施設調査や管理者への

ヒアリングが実施されました。今後は、若干未実施

の調査が実施された後、報告の取りまとめと関係者

の報告会を予定しています。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 続いて、但東振興局地域振

興課、小川参事。どうぞ。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 資料４

５ページをご覧ください。但東振興局の取組につい

て、概要に対する進捗状況でご説明いたします。 

 但東振興局プロジェクト事業では、但東地域の人

口減少が緩やかになるための取組として、若い世代

を中心とした移住促進や交流人口拡大など、但東地

域で暮らす魅力を高めていくための取組を行って

います。 

 地域との協働による空き家利活用促進では、資母、

合橋、高橋地域コミュニティ組織による空き家利活

用ワークショップを立ち上げました。コミュニティ

組織が調査している空き家情報について、但東地域

全体で利活用の活性化を図るものです。オブザーバ

ーとして、福知山公立大学の教授に参画、同大学研

究室の学生８名に協力いただき、地域マネジャー、

地域コミュニティ組織の空き家対策担当者で構成

しています。今後、各地域コミュニティ組織の意向

調査を行い、検討を進めます。 

 若者会議では、まちの未来が自分事になっている

若者が増えているを目標に、まず若者集団の形成を

目指しています。今年度は、若者の興味や期待を探

るため、但東庁舎内、合橋認定こども園、資母認定

こども園の３か所に意見を書き込める掲示板を設

置しました。これらのご意見を基に、今月以降、年

度内に５回ワークショップを実施する予定にして

います。 

 治山事業は、但東シルク温泉やまびこのり面崩壊

対策事業です。２０２３年度に持ち越した南側のり

面工区の工事を行っています。今回の工事をもちま

して崩壊対策工事は完了します。 

 但東チューリップまつり開催事業では、但東ファ

ンマーケットの開催、周遊デジタルマップの作成、

但東中学校３年生３０人によるＰＲを行いました。

特に、但東中学校生徒たちの地域イベントの由来や

歴史、地域の見どころをまとめた展示物やチラシ、

チューリップまつり会場で来場者に向けた情報発
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信は好評を得ていました。今後も但東チューリップ

まつりに関わる人を増やす仕組みづくりに取り組

みます。 

 説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質問等ございませんでしょうか。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 竹野振興局に質問です。 

 基本的には、焼き杉板プロジェクトとか海町マー

ケットも含めて川湊プロジェクトが基本だったと

思いますけども、今のこの現状はどういう状況なの

かと、それからこの間採択されました地域一体とな

った観光地・観光産業の再生・高付加価値化事業に

竹野町が採択されたんですけども、これに対して振

興局の関わりだったり、今の焼き杉板の補助などの

川湊プロジェクトの関連をどう考えてるのかにつ

いてお伺いします。 

○委員長（芹澤 正志） 小林参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） 川湊再

生プロジェクトにつきましては、一応今年度いっぱ

いをもって終了する予定にしております。海町マー

ケットですとか焼き杉板の補助金につきましては

引き続き継承していく予定にしております。海町マ

ーケットも主催していただいている地域おこし協

力隊の方が来年度卒隊されるということで、それ以

降も実行委員会としては残るということで、引き続

きやっていただけるということです。 

 それから、高付加価値の補助金の関係でたけの観

光協会のほうが採択をされたということですが、ま

だ今のところ、ちょっと竹野振興局としてどういう

支援というか、協力ができるかというのは、今後、

たけの観光協会のほうと引き続き協議なりをして

いきたいと考えております。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） せっかくなので、振興局が、

観光協会が取っただけじゃなくて、まちづくりに生

かしていかな意味がないので、ぜひそこはしっかり

と今後詰めていっていただいて、このプロジェクト

の中に入れて、竹野のまちがどうあっていくのかと

いうのはちょっとしっかり決めてほしいなと思い

ますので、一応ここは要望です。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） そのほかございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 日高振興局さんの発表の中で、

地域の先輩に云々という、具体的に教えていただけ

るとうれしいです。 

○委員長（芹澤 正志） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 日高地

域の先輩に学ぶ授業については、２０１６年度から

取組をしています。ですからもう８年を経過して来

年度で９年を迎えるということで、東中学校と西中

学校にそれぞれ２回とか１回ずつ、委員の皆さんに

も過去に講師先生として関わっていただいており

ますということで、大変学校にとっても、地域の先

輩から、いわゆる社会人の経験談ですとか仕事内容

ですとか地域の関わりだとかといったところで、将

来どんな大人になりたいかっていったところを目

指している子供たちに大変響く内容で、学校の先生

からも好評を得ている授業となっております。 

○委員（義本みどり） ありがとうございました。イ

メージが伝わりました。 

○委員長（芹澤 正志） ほかにございませんでしょ

うか。 

 それでは、ないようですので、次に、上下水道部

の説明をお願いします。 

 上下水道部水道課、谷垣課長。どうぞ。 

○水道課長（谷垣 康広） ４７ページをご覧くださ

い。水道施設の整備についてご説明いたします。 

 概要及び進捗状況をご覧ください。２０２３年度

の主な事業の進捗状況についてご説明させていた

だきます。 

 １番目に、佐野浄水場膜ろ過設備更新事業です。

膜ろ過設備が経年劣化により機能低下しているた

め、ろ過装置を更新し、安定した水道水の供給を図

るものです。昨年度から３か年の工事として実施し

ておりまして、進捗率は４９％となっております。 

 ２番目に、大見塚受水池・配水池改築事業です。

老朽化した受水池、配水池の耐震化のため改築を行
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うものです。配水池の敷地造成を年度末の完成の予

定で行っていましたところ、１０月に造成地内での

り面の一部崩壊が発生いたしました。工事の内容変

更について現在検討をしているところでございま

す。なお、のり面が崩れたことによります事故及び

第三者への影響は現在のところございません。 

 ３番目に、浄水場等設備更新事業です。各施設の

老朽化した電気・機械設備の更新を行うものです。

現在、完了４件、施工中１５件、設計中のものが５

件でございます。施設の状況を見ながら、予定して

いました３件は次年度以降に送っておりますけど

も、その他で５件追加で設備の設計、施工を予定し

ています。また、一部で機器の納期が４月以降とな

る見込みですが、その他につきましては年度内の完

了を予定しております。進捗につきましては、請負

ベースで２０％となっております。 

 老朽管更新事業です。漏水事故の頻度の高いとこ

ろを優先いたしまして、耐用年数による更新を計画

的に行っております。老朽管の更新工事で布設替え

は３，０２０メートルと舗装復旧を行っております。

現在、完了９件、施工中５件となっております。い

ずれも年度内の完了予定でございます。請負ベース

での進捗率は約５０％となっております。 

 ５番目に、城崎・港給水区配水施設整備事業です。

城崎・港給水区への安定した水道水の確保のため、

国県の事業に合わせまして送水管を布設いたして

おります。本年度、約７００メートルを予定してお

りましたが、国及び県の実施する事業との調整によ

りまして今年度は実施を見送る予定となっており

ます。 

 城崎大橋架け替え関連事業でございます。県が実

施する城崎大橋架け替え事業に伴い、配水管を移設

するもので、新橋の取り合いとなる県道改良、今年

度は両岸で約８００メートルを工事するものです。

進捗状況といたしましては、昨日入札が終わったと

ころです。いずれも年度内の完了を予定しておりま

す。 

 豊岡インター線道路改良関連事業です。県道豊岡

インター線道路改良工事によりまして豊岡病院へ

の現道の付け替えが行われるため、移設を行うもの

です。約３６０メートルを移設いたします。進捗率

は約２０％、年度内の事業の完了を予定しておりま

す。 

 水道課からは以上でございます。 

○委員長（芹澤 正志） 続いて、下水道課、榎本課

長。どうぞ。 

○下水道課長（榎本 啓一） 下水道整備事業の概要

及び進捗状況について説明をさせていただきます。 

 ４９ページをご覧ください。１番の統廃合事業は、

処理区を統廃合することにより施設の効率化を図

るもので、廃止する浄化センターはポンプ場に改造

して機器を大幅に削減するとともに、汚水調整池と

して有効活用するための工事と統合先までの管布

設工事と舗装復旧工事を行っています。処理区ごと

の進捗率につきましてはゼロから１００％で、港処

理区及び寺坂、但東西、水石の一部工事については、

今年度、国のほうへ補助金を要望したものの補助金

がつかなかったため、現在、県を通して国へ要望を

行っているところです。また、但東西処理区につき

ましては、来週に管布設工事の入札を予定しており

ます。 

 次に、２番の長寿命化対策事業は、統廃合事業完

了後にも残る浄化センターにつきまして、機器の更

新等を適切な時期に行って施設の長寿命化を図る

ものです。長寿命化事業についても、統廃合事業同

様にまだ補助金のついてない工事もありますが、そ

れ以外の事業の進捗率は、（１）番の工事ではゼロ

から２５％で、マンホールポンプ場につきましては

今月末の入札を予定しております。 

 次のページです。（２）番の次期長寿命化の５か

年計画を策定するためのストックマネジメント実

施方針策定業務の進捗は５５％となっております。 

 次に、３番の雨水幹線整備事業は、来年度予定し

ております内水浸水想定区域図の作成のための水

路現況調査で、１０月に業務のほうは完了しており

ます。 

 次のページをご覧ください。先ほど説明させてい

ただきました事業の箇所図となっております。凡例
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にありますように、統廃合事業は青色囲い、長寿命

化事業は赤色囲い、雨水事業を含むその他事業を黄

色囲いで表示しておりますので、ご清覧のほどお願

いします。 

 説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。清水委員。 

○委員（清水  寛） １点お聞かせください。 

 水道課のほうです。何年も前から度々聞くんです

けど、いわゆる国及び県の事業との連携をしていく

っていうことで、結構見送りになることっていうの

が非常に多いのかなというふうに、これは前々から

感じるんですけども、ただ、そうなると、実際事業

が動き出したときに重複するっていうこともある

と思いますし、逆にそういう意味では、水道設備の

整備計画で進めていくんであれば、やはり振り替え

でやっていくということをある程度想定してする

べきかな、事業そのものも平準化していくことって

いうのを考える必要があるのかなと思いますけど、

その点についていかがお考えですか。 

○委員長（芹澤 正志） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 城崎・港の事業につきま

しては、県道の道路嵩上げを予定されてる箇所への

布設替えとなりまして、先行すれば、その布設替え

した管が深いところに位置するということで、嵩上

げと合わせて施工する必要があるということで、国

県の事業に合わせて計画をさせていただいてると

ころです。それぞれ毎年調整しながらやらせていた

だいておりますけども、国、県事業の予定というふ

うなことで一応当初では上げさせていただいてお

りますけども、それぞれの調整というところで、進

捗がいかず、こういった状態となっております。 

○委員長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 今の城崎の部分っていうのは

分かるんですけども、実際予算化をしてるわけです

から、しないということは、その分の予算っていう

のは当年度は使わないということになりますし、事

業が、ほかの事業というか、実際には更新するとか

いろいろなところっていうのがあるわけですから、

そのまま使わなくて落としてしまうということじ

ゃなくて、なら、しなければならない事業を逆にや

らない可能性はあるけどもっていうことで持ち玉

として準備をしておいて、中止になったらその時点

で次のやつに動かしていくっていうようなことを

考えてもいいのかなと思うんですけども、そういっ

た考えというのはいかがでしょうか。 

○委員長（芹澤 正志） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） この城崎・港は補助事業

を受けて計画をさせていただいとりますので、そう

いった関係もありましてほかへの移行ということ

はなかなか難しいのかなというふうに思っとりま

す。 

 また、それぞれの年度の計画につきましても、早

期であれば、そういったところも踏まえていろんな

考え方もできるんですけども、現在のところ、一応

見送る予定ということでお話しさせていただきま

したけども、まだ不明瞭なところもございますので、

そういった動きにも対応していかなきゃならない

ということで、こういった形にさせていただいてお

ります。 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですか。 

○委員（清水  寛） 結構です。 

○委員長（芹澤 正志） どうぞ、福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 上水と下水に関わるんですけ

ども、人口減少と水需要の減少って書いてあります

けども、その傾向はあるんでしょうか。 

 それと、もう一つは、水道料金の値上げの状況と、

その辺りのバランスはどんな状況ですか。 

○委員長（芹澤 正志） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） コロナ禍等もありまして、

想定以上に水量が減ってきたというとこもここ数

年ございました。今年度につきましては、ある程度

回復はしてくるのかなというふうな思いをしてお

りましたけども、引き続いた経済状況であったり、

水需要につきましても、料金の値上げと併せたとこ

ろというところであるのかもしれないという、ちょ

っと明確なところは分かりませんけども、思った以

上に水量は回復してないというふうな状況でござ
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います。節水の関係もあろうかと思いますけども、

想定以上に水の伸びが少ないなというふうに思っ

ております。 

○委員長（芹澤 正志） どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 要するに需要は想定以上に減

少してます、それから料金の反映は、やっぱり減少

してるから１７．何％か、それのとこまで達してな

いというような状況ですか。 

○委員長（芹澤 正志） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 水の使用量が減ってます

ので、見込んだ収入としては下がってきているとい

うふうな状況になっております。 

○委員（福田 嗣久） 下水も一緒だな。分かりまし

た。 

○委員長（芹澤 正志） ほかございませんか。 

 ないようですので、続きまして、農業委員会事務

局の説明をお願いします。 

 農業委員会事務局、安藤事務局長。どうぞ。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） ５２ページを

ご覧ください。農地利用最適化の推進の進捗状況に

ついてご説明いたします。 

 ４点ございます。１点目は、農地法に基づく許認

可事務でございます。毎月１回、農業委員会総会を

開催し、農地法等に基づく農地の権利設定の許可や

転用等に係る意見の進達等を行っております。なお、

本年度１０月末現在での申請、許可等の件数は、前

年度と比べ３条申請が増えております。その要因は、

本年４月１日から農地法の一部改正の施行により

下限面積要件が撤廃されたことで、農地を取得また

は使用し、耕作しやすくなったことが考えられます。 

 ５３ページをご覧ください。２点目の遊休農地の

発生防止、解消でございます。農業委員、農地利用

最適化推進委員の活動を円滑に進めるため、おおむ

ね旧市町ごとに部会を編成し、日頃から違反転用等

を含めた農地のパトロール、耕作者の離農等による

遊休農地予備軍と新たな耕作者をつなぐ活動を実

施しております。７月には、事務局も加わり市内全

域で農地利用状況調査、遊休農地パトロールって呼

んでおりますが、を実施し、当該結果を踏まえ利用

意向調査及び非農地判断を実施することとしてお

ります。利用意向調査の実施時期としましては、明

日１１月１７日に利用意向調査の文書を発送する

予定としております。回答期限は１２月８日を予定

しております。 

 ３点目の担い手への農地利用の集積、集約化及び

新規参入の促進についてでございます。担い手への

農地の集積、新規参入の促進のための活動を実施し

ております。具体的には、新規就農者が経営規模を

拡大するに当たり、農地の確保のための調整を地元

の推進委員を中心に実施した事例がございます。ま

た、新規事業として、本年４月１日から地域計画策

定の取組を市と連携して実施しております。委員に

よる地域協議への出席、現況地図・目標地図素案の

作成準備を行っております。 

 ４点目の農地利用最適化推進委員の活動でござ

います。農地利用最適化推進委員については、農業

委員と連携して対応する体制を構築するため、地域

部会に参画し農業委員と一緒になって、地域課題へ

の対応や情報共有、農地の利用調整といった活動の

円滑化を進めております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんでしょうか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 今の説明の中で、担い手への

農地の集積の問題なんですが、ある意味でいうと、

担い手の皆さんっていうのは、もうげっぷが出るほ

ど集積されちゃって、もうこれ以上とてもじゃない

けどできないよという担い手が結構多いと思うん

ですね。今年は、そういう中で、あってはならない

し、不幸なことだったんですが、豊岡でも２件担い

手の方がお亡くなりになったり、あるいは病気にな

ったりして、請けたのを返さんなんと。返すときっ

ていうのは大変な、請けるときよりももっともっと

すごいエネルギーが要ると思うんですが、僕は、こ

の担い手への農地の集積っていうのは、必要なんだ

ろうけども、もう既に飽和状態にあるように思うん

で、行政として、これをどんどんどんどんこれから
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もやらんなんことかいなというふうに疑問を持つ

んですが、どうですか。 

○委員長（芹澤 正志） 安藤事務局長。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 委員おっしゃ

るとおりでございます。本年４月１日から、先ほど

申し上げましたように、地域計画の策定を２年間で

市全体を行うようにという通達が国から参ってお

ります。それに向けて地域計画の策定に取り組んで

いるところではあるんですが、今現在では、現況状

況を地元の方々に把握をしていただいて進めてい

くということで進んでいるんですが、おっしゃると

おり、担い手、新規就農者の方も年間少しずつでは

出てきていただいているんですが、逆に、新規就農

者の方が手放された農地を全て受け入れることが

できるかっていったら、それはちょっと難しいとい

うふうなことがございますので、なかなか集積、集

約っていうのは進みにくい点もあるのかなという

ふうに捉えております。では、その課題をどう解決

するかといいましたら、なかなか解決策というのが

見つからないというところが農業委員会としても

捉えているところでございます。 

○委員長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） それでいいです。それ以上言

ったてな。 

○委員長（芹澤 正志） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） それでは、ないようですの

で、事務概要についてはこの程度でとどめておきた

いと思います。 

 この際、当局の皆さんから特に発言ございません

でしょうか。 

 ないようでしたら、当局職員の方については退席

していただいて結構です。お疲れさまでした。 

 それでは、次に、（２）番の委員会の運営方針に

ついてを議題といたします。 

 参考までに、前期の重点調査事項を別紙１に記載

しております。改めて今期の委員会重点調査事項に

ついて協議をお願いいたします。 

 この件についてご意見ございませんでしょうか。 

 この一番下の新型コロナはこのままでいいのか

どうかというところもありますけども、ご意見くだ

さい。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） もうアフターコロナっていう

状況だと思っていて、ここの部分はちょっと意味合

いが大分変わってきてるんで、なくしてもいいのか

なという思いがあります。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 前野委員と一緒なんですけど

も、恐らく全部の常任委員会、この項目ってあるん

で、ちょっと足並みそろえたらいいかなという。 

○委員長（芹澤 正志） 分かりました。言われるよ

うに、地域経済対策って全体のことを指すので、コ

ロナウイルスに限らないことなんで、ちょっとそう

しましたら、ほかの委員会とのバランスということ

で、こちらにお任せいただきたいと思います。よろ

しいでしょうか。 

○委員（清水  寛） お願いします。 

○委員長（芹澤 正志） そのほかございませんでし

ょうか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） それでは、ほかには特にご

意見がないようですので、一番下の項目以外は現行

どおりとしたいと思いますけども、ご異議ございま

せんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ないようですので、そのよ

うに決定いたします。一番最後の項目については、

またご報告させていただきます。 

 それでは、（３）の各種委員の選任についてです

けども、別紙２にありますように、まず、条例等に

よりまして委員長が充て職としてこのようにござ

います。（９）につきましては、副委員長も充て職

となっております。 

 この委員会で互選させていただきたいのが、豊岡

市都市計画審議会委員を３名選出することになっ

ております。 

 この件につきましては、希望の委員さんがござい
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ましたら挙手をお願いいたします。 

 村岡委員、義本委員、清水委員でよろしいでしょ

うか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） では、以上の３名で決定し

たいと思いますので、ご苦労さまですけども、よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、（４）の委員会の席次についてでござ

います。 

 資料はついてますね。そちらをご覧いただきまし

て、一応この席のまま今日はお座りいただいており

ますけども、何かご意見、誰の隣は嫌だとか何かご

ざいましたら。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ないようですので、今のと

おり決定したいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 続いて、５のその他に入ります。 

 全体を通して委員の皆様から特に発言はござい

ませんでしょうか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 先ほどから、もうコロナもえ

えやろうと、アフターコロナということも言われて

おるんですが、これはあくまでも参考的になるとい

いですが、コロナ以前は、この委員会が出発ですか

ら、当局も含めてかな、懇親会をやったんですね。

だから、それは賛否があるところですけども、前は

そうだったということだけ言っておきます。 

○委員長（芹澤 正志） ありがとうございます。こ

の件につきまして、先に口火を切っていただきまし

て、ありがとうございます。やはり１年間、共に頑

張らなければいけないので、副委員長以外は積極的

な多分ご意見だと思います。 

 また日程調整をさせていただきまして、事務局さ

んも含めてぜひと思います。 

○委員（福田 嗣久） 全部で何人おんなるの、当局

は。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） 当局との懇親会と

いうのは、先ほど村岡委員がおっしゃったように、

コロナ前は４月の事務概要、異動があったときと、

あと、１２月の常任委員会の頃に忘年会を兼ねてさ

れとったと思うんですが、今年についてそれをすぐ

すぐできるのは、ちょっと今回難しいと思うんで、

そういう話があるということで持ち帰らさせても

らいます。 

○委員（福田 嗣久） それはそうと、何人おんなる

の。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） 全部で３７人です。

今日来られてる人たちがマックスなので、建設経済

としては当局は３７名で、議員さんたちが８名で、

事務局を入れたら４６名になります。 

○委員長（芹澤 正志） 当局の皆さんと一緒のタイ

ミングについては、ちょっともう少し先。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） そうですね。 

○委員長（芹澤 正志） 新しい体制になってからっ

ていうほうがいいのかな。 

○委員（福田 嗣久） と思います。 

○委員長（芹澤 正志） 委員会だけで一度まずさせ

ていただくということでよろしいでしょうか。 

○委員（福田 嗣久） 一回まず定例会のときに。 

○委員長（芹澤 正志） そうですね、定例会のどこ

かで。 

○委員（福田 嗣久） 常任委員会が終わった後。 

○委員長（芹澤 正志） またローカルメールのほう

で日程調整等をさせていただいて決めていきたい

と思いますので、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ありがとうございます。 

 ほかにございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） それでは、６の閉会です。 

 ほかにないようですので、以上で建設経済委員会

を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午前１１時４２分 閉会 

──────────────────── 


